
184 　陸産・淡水産貝類

ドブガイ 

●　　1990年以後 

◎　　1970-1989年 

○　　1969年まで 

● 
● ● 

● 

● 

■選定理由：国内では広域に分布する種だが，県下では東
部の限られた地点（湖山池など）でしか確認されていない。
調査が進めばさらに多くの生息地が確認されるであろう
が，イシガイ科貝類全体の生息環境の悪化の程度をみる限
り，本種においても危険な状況下にあるとみられる。
■形態と生態：殻長20cm前後の卵形で，形態には変異があ
る。最近の研究では複数種が含まれていることが判明して
いる。
■分布(県内)：鳥取市周辺の小河川，福部村多鯰ケ池など，
県東部でのみ確認されている。これら以外にも生息してい
ると考えられるが未確認。
■分布(県外)：北海道，四国，九州に広く分布する。
■生息環境：流れの緩やかな水路や池沼，ため池の泥底，

礫混じりの砂泥底などに生息する。
■保護上の留意点：全国的には普通種として扱われている
が，県下では既知産地が少なく，今後の精力的な調査が望
まれる。生息地が改修や汚濁の影響を著しく受けやすいの
で，判明している生息地および今後新たに確認された生息
地の保全は厳重にすべきである。
■文献：
波部忠重（1973）軟体動物 Mollusca．pp. 309-341. In: 上野益三
（編）日本淡水生物学，北隆館．
波部忠重（1977）日本産軟体動物分類学，二枚貝綱／掘足綱．北
隆館．372pp

執筆者：増田　修

カラスガイ 

●　　1990年以後 

◎　　1970-1989年 

○　　1969年まで 

● 

■選定理由：琵琶湖など一部を除き，全国的に減少傾向下
にあり，絶滅が心配される。県下でも湖山池で確認されて
いるに過ぎず，近年の確認個体数はきわめて少ない。
■形態と生態：殻長20cm前後の大型種。�歯（こうし：殻
の蝶番部分の歯）は後側歯のみを有し，�歯のない形態的
によく似たドブガイと区別できる。大河川や湖沼の泥底に
生息し，潟湖起源の湖に生息地が多い。
■分布(県内)：鳥取市湖山池。
■分布(県外)：北海道南部，本州，九州北部；中国，台湾，
シベリア，朝鮮半島，東南アジア。国内では広く分布する
が，既知産地の多くで絶滅しているようである。
■生息環境：湖沼や大きな川の下流域の泥底。多少の海水
が混在する水域でも生息する。

■保護上の留意点：唯一判明している産地である湖山池で
は，夏季にアオコの大発生があるなど，水質にも問題があ
るので，これらの改善が必要である。また，湖沼ではブ
ラックバスの移入や汚濁の進行により，多くの在来淡水魚
が減少あるいは絶滅している。カラスガイなどのイシガイ
類は，幼生の寄生魚種を選択する傾向があるので，寄主が
いなくなることによって，世代交代が阻害される可能性が
ある。
■特記事項：日本水産資源保護協会（水産庁依託）でも希
少種。近年の調査（谷岡浩氏）では，湖山池に琵琶湖産の
マルドブガイが定着しているようなので，同様に湖山池で
は琵琶湖産のメンカラスガイ型も混在している可能性があ
る。

　ドブガイ　イシガイ目イシガイ科
　Anodonta (Sinanodonta) woodiana (Lea, 1834)

鳥取県：準絶滅危惧(NT)

環境省：－

　カラスガイ　イシガイ目イシガイ科
　Cristaria plicata (Leach, 1815)

鳥取県：絶滅危惧 I 類(CR＋EN)

環境省：準絶滅危惧(NT)



185 レッドデータブックとっとり (動物）

ニセマツカサガイ 

●　　1990年以後 

◎　　1970-1989年 

○　　1969年まで 

● ● 

● 

■選定理由：県内では限られた小河川でのみ生息が確認さ
れており個体数も少ない。近年，河川改修などによる自然
環境の悪化で生息数が激減している。
■形態と生態：殻は中型で殻頂はあまり膨らまず殻幅が小
さく平たい。マツカサガイによく似るが殻表の漣波模様
が，殻の膨らみの辺りまでで消滅する。河川の流水域を好
む。本種はタナゴ類の産卵母貝として重要であり，タイリ
クバラタナゴの浮出化を確認している。
■分布(県内)：鳥取市福井，河原町和奈見，気高町姉泊。
■分布(県外)：西日本（稀産）。

■生息環境：平野部を流れる河川の流れ域の砂泥底。
■保護上の留意点：河川改修，護岸工事などによる生息地
の減少や消滅を防ぐとともに，周辺地域からの生活排水や
農薬流入の防止が必要。和奈見では河川改修にともない絶
滅したとみられる。
■文献：
日本水産資源保護協会（1995）日本の希少な野生水生生物に関
する基礎資料, II. 軟体動物.

執筆者：谷岡　浩

　ニセマツカサガイ　イシガイ目イシガイ科
　Inversiunio yanagawaensis (Kondo, 1982)

鳥取県：絶滅危惧 I 類(CR＋EN)

環境省：準絶滅危惧(NT)

■文献：
波部忠重（1973）17 軟体動物 Mollusca．In: 上野益三（編）日本
淡水生物学，pp. 309-341. 北隆館.

波部忠重（1977）日本産軟体動物分類学，二枚貝綱／掘足綱．北
隆館．372pp.

増田　修（1994）3. カラスガイ. pp. 19-24＋3 pl. In: 日本の希少
な野生水生生物に関する基礎資料(I)-I．軟体動物，日本水産
資源保護協会．

執筆者：増田　修


